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□岡崎駅東地区におけるまちづくりのあらまし 

～ まちづくり交付金制度の活用と事後評価 ～ 

 

○岡崎駅東地区においては、平成 17 年度～平成 21 年度にかけて、まちづくり交付金制度を活用
したまちづくりを展開しています。 

○この制度は、公共公益施設等の事業を個別に実施するのではなく、地区のまちづくりの目標の
もと、市町村の創意工夫により事業を組み立て、一元的かつ効果的に整備を実施する自由度の
高い制度です。 

○この制度の活用にあたり、岡崎駅東地区では、都市再生整備計画を定めて国の採択を受け、交
付金の交付を受けて、計画に定めた事業を実施しています。 

○計画期間の最終年度である平成 21 年度は、まちづくりの成果について、可能な限り数値化さ
れた指標に基づいて、事後評価を行うこととされています。 

 
＜対象地区＞  岡崎駅東地区（39.7ha） 

（区域：岡崎市 羽根町、柱町、針崎町の各一部） 
  
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

＜計画期間＞ 平成 17 年度～平成 21 年度 

＜まちづくり交付金制度の概要と事後評価のしくみ＞ 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

岡崎駅東地区におけるまちづくり交付金の“ＰＤＣＡ”サイクル 

◆成果の達成状況の検証・評価 
◆問題の所在の把握 
◆今後のまちづくり方策の作成 

◆成果を意識した事業実施 
◆モニタリングの実施 
（必要に応じて） 

◆未達成の目標の速やかな改善 
◆事業終了後の事業効果の 
継続・まちづくりの継続 

◆岡崎駅東地区の課題に根ざした整備計画 
◆定量的な数値目標 

都市再生整備計画の作成と事前評価 

Ｐlan

事業の実施 

Ｄo 

事後評価の実施 

Ｃheck

改 善 

Ａct 平成 17～21 年度 
（実施中） 

平成 17 年度 
（一部変更あり）

平成 22 年度 
以降 

①事後評価原案の公表・意見集約 
（平成 21年 10～11 月） 

②第三者機関による審議 
（平成 21年 11 月） 

③国への報告 
（平成 22年 12～2 月予定） 

岡崎駅東土地区画整理事業 H2～H26 
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□まちづくり交付金事業の進捗状況（平成 21 年 10 月現在） 

事業／事業箇所名等 進捗状況 

地域生活基盤施設／自転車駐車場等 H20～H21 で計画通り完了（予定） 

高質空間形成施設／ 
ｽﾄﾘｰﾄﾌｧﾆﾁｬｰ･ｴｽｶﾚｰﾀｰ･ｴﾚﾍﾞｰﾀｰ等 H18～H21 で計画通り完了（予定） 

高次都市施設／人工地盤 H18 で計画通り完了 

基
幹
事
業 

土地区画整理事業／岡崎駅東地区 H17～H21 で計画通り完了（予定） 

地域創造支援事業／市街地緑化事業 H21 で計画通り完了（予定） 

地域創造支援事業／下水道事業 H18～H21 で計画通り完了（予定） 

地域創造支援事業／建物移転補償事業 H18～H21 で計画通り完了（予定） 

地域創造支援事業／耐震補強工事 H20・H21 で計画通り完了（予定） 

地域創造支援事業／ 
ｼﾋﾞｯｸｾﾝﾀｰ利便性向上施設整備事業 H21 で計画通り完了（予定） 

まちづくり活動推進事業／ 
ワークショップ（公園整備） H19・H20 で計画通り完了 

まちづくり活動推進事業／ 
まちづくり講演会 H17～H21 で計画通り完了 

提
案
事
業 

まちづくり活動推進事業／ 
施設改修（ｼﾋﾞｯｸｾﾝﾀｰ交流広場） H17 で計画通り完了 

土地区画整理事業(道路特会)／ 
岡崎駅東地区 H2～H26 継続事業 関

連
事
業 施設改修／ｼﾋﾞｯｸｾﾝﾀｰ資料室 H20 で計画通り完了 

 ※関連事業の継続事業を除き、すべての事業において計画通り完了、 
または完了が見込まれています。 

岡崎駅東地区都市再生整備計画の概要とまちづくり交付金事業の進捗状況（平成 21 年 10 月現在） 

□整備方針概要図 

□目標・目標を定量化する指標 

大目標：「人のにぎわい」をテーマに、魅力ある都市空間を形成する 
目標１：都市の玄関口のシンボル的な空間形成と、安全・快適なアクセス性の向上といった交通結節点機能を強化する 
目標２：にぎわいを創出するため、人々が交流する環境空間を形成する 
目標３：防災機能の向上のための安心･安全なまちづくりを目指す 
目標４：音楽文化振興・にぎわいの創出や地域コミュニティを強化する事業を展開する 

整備方針 
整備方針１：交通結節点機能の整備  整備方針２：回遊性の創造とオープンスペースの整備によるにぎわいの創出 
整備方針３：防災機能向上のための基盤整備  整備方針４：音楽文化振興等によるまちづくり活動の推進 

   
  

指 標（単位） 従前値 基準年度 目標値 基準年度 

指標１：岡崎駅の乗降客数（人／日） ２９，８００人 １４ ３４，３００人 ２１ 

指標２：にぎわいの満足度（％） ２４％ １６ ６０％ ２１ 
指標３：地震による警戒宣言発令時の退避場所への所要時間

短縮（分） ９分 １６ ５分 ２１ 

指標４：イベント来場者数（人／年） ４７，７００人 １５ ５５，３００人 ２１ 

□岡崎駅東地区の課題 

人でにぎわう、魅力ある市街地形成を図る必要がある 

○広域的な商業・文化の中心地としての役割が必要 

○駅前広場の交通ネットワークの形成、都市の玄関口としてシンボル的
な空間形成が必要 

○来街者・居住者の憩いの空間形成が必要 

○防災機能を向上させ、良好な住環境の形成が必要 

○各種イベント来場者の増加 


